組織的な若手研究者等海外派遣プログラム業務　報告書

医学医療系　助教　加藤広介

　平成２５年1月13日から19日の７日間において、組織的な若手研究者等海外派遣プログラム業務の一環として、ベトナムのInstitute of Tropical Biology (IBT)（ホーチミン熱帯生物学研究所）へ出張いたしました。本出張におけるおも主な業務内容について、下記にご報告いたします。
まずIBTで開催されたMolecular Biology Teachingコースにおいて、筑波大学生の指導・監督と、参加したベトナム側学生との実験内容に関するディスカッションおよび指導を行ないました。また研究発表におけるプレゼンテーション作製に関しても指導を行ないました。さらにベトナム側学生について、コース全体を通しての学術能力面の評価に携わり、学生表彰（award）の選定における審査業務を行ないました。次に、IBTでMolecular Biology Teachingコースと並行して行なわれたExperimental Researchコースにおいて、筑波大およびIBTの学生への助言・指導等を行ないました。これは筑波大側の参加学生が、私が所属する感染生物学（ウイルス学）研究室所属の学生であり、本コースが数年前より当研究室とIBTのPlant Cell Biotechnology Laboratoryとの間で推し進めてきた共同研究の一環であるためでもあります。
また、１月１６日にはハノイ市のInstitute of Biotechnology (ITB)において開催されたワークショップに参加して研究発表を行い、ITB側参加者とのディスカッションおよび意見交換を行ないました。特に、ITB側から参加された方にはインフルエンザウイルスの研究者が多く、私が所属するウイルス学研究室もまた同じくインフルエンザウイルスを主たる研究対象としていることもあったため、今後の交流の継続について発展的な意見交換を行なう事が出来ました。また、今後ITBにおいてMolecular Biology Teachingコースを開催していくこと念頭に、それが実際に可能であるかを検討するため、ITBの研究施設内の機器類および講義室等について視察を行ないました。当視察において得られた情報は、今後のITBにおけるMolecular Biology Teachingコース開催の是非において有益なものとなる事が期待されます。
